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第8回済州
ち ぇ じ ゅ

国際合唱祭招待演奏  

 

 

済州
ち ぇ じ ゅ

で買い物、民族自然史博物館見学 
 実行委員会   令和6年(2024) 3月11日 

 

 

❖ 済州民族自然史博物館 ❖ 

済州国際合唱祭３日目の２月２２日(木)は、夕方のスペシャルコンサート鑑賞までフリー、バスで世界

遺産の城山
ソンサン

日
イル

出
チュル

峰
ポン

に向かうグループと済州市内で買い物や観光をするグループの二手に分かれての

行動でした。しかし残念なことに、朝から天候はかなり不順、どちらのコースに行っても風と雨に悩まされ

ることになりました。 

 

済州の軌跡、そして現在～済州の生活を通して 

安川直子（メゾソプラノ） 

私たちインドア派は、済州民族自然史博物館

に行って参りました。最初のコーナーでは、済州

の豊かな自然を知ることができました。日本と近い

こともあり、かなり同じような動植物が見られること

が分かりました。次のコーナーでは、済州そして

韓国の生活の歴史を知ることができました。 

やはり日本と似ているところも多く、ますます済

州に親近感がわきました。それと同時に韓国の

独特な風習も知ることで、「相手の国をリスペクト

する」という気持ちがとても高まり、とても良い体

験になりました。 

願わくばトルハルバン(石像)を青空の下に見た

かったのですが、たわわなみかん (ハルラボンと

いうデコポンの仲間らしい)のオレンジ色と石像の

グレーがステキなコントラストなっていて、私の脳

裏に焼き付きました。 
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博物館の次は済州中央地下

商店街で買い物。地下の通路

に沿って、コンパクトなサイズの店

舗にいろいろな商品が置いてあり

ました。一番狭い店舗になると、

日本で言う一間くらいの間隔で

店が「詰まってる」感じでした。店

舗は小さいですが、いろんなコン

セプトの商品が並んでいて、見て

いて飽きません  まるで浅草の

仲見世のイメージです。 

一番びっくりしたのは店員さんの対応が日本と大違い  店に入ると最初だけ接客しますが、あまり買う

気でない様子をキャッチするとそのままスーッと離れていき、電気ストーブに当たり始めたり昼食の続きを食

べたり。日本ではあり得ない光景でした  私はそんなにたくさん買ったわけではないので値切ったりはでき

ませんでしたが、次回訪れることがあれば韓国語を覚えてやりとりできたら楽しそうだなぁと思いました  

 

 

アルトの紀伊麻理子さんは、済州滞在中の買い物で、友人へ配るお菓子、楽しくて可愛らしい小物などのお

土産の他、済州の名所絵ハガキを買ってその一枚を２月２１日に友人に送りました。それが3月8日に届いたと

連絡があり、そこには済州の消印がありました。今回の済州は残念なことに天候が悪くお日様を見ることができな
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紀伊麻理子さんが日本の友人宛に送った絵ハガキ 

かったので、名所の素晴らしい風景の絵ハガキで、済州の魅力を見つけたと言っています。紀伊さんは、こんなお

土産も楽しいもので、自分宛にも送ればよかったなぁと、つくづく悔やんでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖ 済州の食を支える伝統市場 ❖ 

済州島には何カ所も伝統的な市場があり、いつも活気に溢れています。島の特産品や名物グルメ、おみやげ

物まで揃っているため、旅行の必須コースにもなっています。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

店先を飾る豊富

な魚介類。名産

品の太刀魚が無

造作に並べられ

ています 
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韓国でみかんといえば済州島といわれるほど特産品となっています。済州島は、もともと米作には不

向きな火山の島ということもあり、日本の和歌山県や静岡県のみかんを導入して農業を育ててきました。

日本側も大いに協力してきたことは済州では広く知られた事実です。島中どこへ行ってもみかんが見ら

れます。 西帰浦
そ ぎ ぽ

市には「みかん博物館」も作られています。 
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❖ 済州島を象徴する石像トルハルバン ❖ 

済州には沖縄にあるシーサーのような島の特有の

守り神がいます。その守り神を「トルハルバン」とい

います。火山島なので石は玄武岩です。それを削っ 

てトルハルバンは作られています。トルハルバン

とは、済州の方言で「石のお爺さん」を意味する 

そうです。帽子を被った大きな顔、にっこり

笑った口と大きく膨らんだ目と鼻、手はお腹 

の上にのせています。島中いたるところで

見られます。レストランやホテルの入口の

前にも立てられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖ リージェントマリーン済州ホテル ❖ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宿泊したリージェントマリーン済州ホテル 

ホテルの 3 階の部屋から海を臨むが雨で霞んでいる(‘;’) 

彩の国プラチナ特別編成合唱団一行が

宿泊したリージェントマリーン済州ホテ

ルは海辺に面した絶好のロケーションに

もかかわらず、毎日無情の雨で海を楽

しむことはできませんでした(-“-) 



spmc2024-13 

 6 / 6 

ホテルの裏通りにあるテント張り屋台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８回済州国際合唱祭参加 彩の国プラチナ特別編成合唱団実行委員会 

江川善裕(代表幹事)、南めぐみ(芸術監督)、森川真弓(総務)、加藤良一(広報) 

 

 

 

 

 

   
 彩の国プラチナ混声合唱団TOPへ HOME PAGEへ 

ホテルのエレベータホールから望む港 

http://rkato.sakura.ne.jp/music/sainokuni_platina_mixed_chorus_top.html
http://www.max.hi-ho.ne.jp/rkato/

